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すみつづけたいまち すんでみたいまち
みのかも定住自立圏 第３次共生ビジョン

広報広報



　
人
が
ど
ん
ど
ん
都
会
へ
出
て
行
っ
て
し

ま
う
。
人
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
豊

か
な
自
然
や
、
魅
力
あ
る
街
並
み
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
ま
ち
の
未
来
を
考
え
る

上
で
、
重
要
な
課
題
で
す
。

　
そ
ん
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
複

数
の
ま
ち
が
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら

ま
ち
を
守
り
育
て
て
い
く
の
が
「
み
の
か

も
定
住
自
立
圏
」
で
す
。
美
濃
加
茂
市
と

加
茂
郡
の
町
村
が
、
自
治
体
の
垣
根
を
こ

え
、
課
題
解
決
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
取
り
組
む
べ
き
「
み
の
か
も
定

住
自
立
圏
」
の
内
容
を
、
み
な
さ
ん
に
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
美
濃
加
茂
市
と
加
茂
郡
は
、
古
く
か
ら

人
や
物
の
交
流
が
深
く
、
生
活
圏
や
文
化

圏
、
豊
か
な
自
然
を
共
有
し
て
き
た
こ
と

で
、
互
い
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
共
存
関

係
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
社
会
が
抱

え
る
課
題
は
多
種
多
様
で
、
そ
の
す
べ
て

を
一
つ
の
自
治
体
で
対
応
・
解
決
し
て
い

く
こ
と
は
、
よ
り
一
層
厳
し
く
な
っ
て
い

く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
問
題
を
解
決

す
べ
く
、
今
回
「
定
住
自
立
圏
第
３
次
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
定
住
自
立
圏
第
３
次
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

で
は
、「
人
」、「
暮
ら
し
」、「
文
化・伝
統
」、

「
自
然
環
境
」
な
ど
が
つ
な
が
る
こ
と
で

生
ま
れ
る
魅
力
を
、
圏
域
が
一
体
と
な
っ

て
守
り
、
未
来
に
向
け
て
成
長
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

　「
若
者
た
ち
の
定
住
化
」「
自
立
し
た

力
強
い
地
域
」「
一
人
ひ
と
り
が
互
い
に

認
め
合
う
地
域
」、
こ
の
３
つ
を
実
現
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、「
住
み
続
け
た
い
、

住
ん
で
み
た
い
ま
ち
」
と
思
え
る
圏
域

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

〇
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み

・
第
１
次
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

　（
平
成
22
年
〜
26
年
）

　
美
濃
加
茂
市
と
加
茂
郡
の
町
村
と
が

協
定
を
締
結
し
、
１
市
７
町
村
で
み
の

か
も
定
住
自
立
圏
を
形
成
。
圏
域
の
連

携
に
よ
る
効
率
化
や
効
果
が
高
ま
る
事

業
を
展
開
し
ま
し
た
。

・
第
２
次
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

　（
平
成
27
年
〜
令
和
２
年
）

　
基
本
方
針
を
「
都
市
圏
と
の
つ
な
が

り
」「
新
し
い
公
共
」「
市
町
村
提
案
事
業
」

と
定
め
、
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。
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〇
第
３
次
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
方
針

　
50
年
後
に
目
指
す
ま
ち
・
社
会
を
作
る
た
め
に
、

今
始
め
る
べ
き
「
足
腰
と
な
る
土
台
」
づ
く
り
に
、

重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
圏
域
の
足
腰
の
部
分
に
必
要
な
視
点
と
し
て
、
住

民
の
心
と
体
の
「
健
康
」、
今
後
を
担
う
「
未
来
の
ヒ

ト
づ
く
り
」（
人
材
育
成
）、
生
活
に
必
要
な
移
動
手

段
「
公
共
交
通
」、大
規
模
自
然
災
害
対
策
の
「
防
災
」、

圏
域
経
済
の
活
性
化
に
必
要
不
可
欠
な
「
外
国
人
住

民
の
定
住
」
の
５
つ
の
視
点
を
重
点
分
野
と
し
て
位

置
付
け
、
具
体
的
な
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
取
組
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

『
健
康
』

「
私
は
健
康
で
す
」
っ
て
言
え
ま
す
か
？

　
お
い
し
く
ご
飯
を
食
べ
る
。
好
き
な
と
こ
ろ
へ
旅
行
に

行
く
。
人
そ
れ
ぞ
れ
、
健
康
の
考
え
方
は
違
う
け
ど
、
一

緒
な
の
は
好
き
な
時
に
好
き
な
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
み

の
か
も
定
住
自
立
圏
が
取
り
組
む
の
は
、
そ
ん
な
思
い
を

叶
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
で
す
。

【
関
連
事
業
】

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
か
も
け
ん
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」、
健
康
に
関
す
る
デ
ー
タ
分
析
、
24
時
間
電
話
相
談

窓
口
、
休
日
急
患
診
療
、
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
こ
ど
も

の
療
育
、
福
祉
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
情
報
提
供

『
未
来
の
ヒ
ト
づ
く
り
』

「
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
」
を
意
識
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
ま
ち
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
人
が
い
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
豊
か
な
自
然
や
魅
力
あ
る
ま
ち
を
守
っ
て
い
く

た
め
に
、
次
の
世
代
に
伝
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ち
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ
る
人
を
増
や

す
こ
と
が
大
切
で
、
そ
れ
が
ま
ち
の
未
来
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。

【
関
連
事
業
】

　
里
山
体
験
・
里
山
暮
ら
し
の
聞
き
書
き
、
里
山
の
担
い

手
育
成
、
里
山
の
情
報
発
信
、
三
年
晩
茶
の
製
造
、
川
の

暮
ら
し
体
験
、
地
域
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
魅
力
発
信

『
公
共
交
通
』

あ
な
た
の
生
活
に
バ
ス
と
電
車
は
あ
り
ま
す
か
？

　
買
い
物
や
学
校
、
病
院
に
行
こ
う
と
し
た
と
き
、
行
き
た
い

と
こ
ろ
に
行
け
ま
す
か
？
み
の
か
も
定
住
自
立
圏
で
は
こ
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
バ
ス
や
電
車
で
出
か
け
ら
れ
る
ま
ち
を

目
指
し
ま
す
。

【
関
連
事
業
】

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
バ
ス
の
経
路
検

索
が
で
き
る
デ
ー
タ
整
備
、
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
や

す
さ
の
改
善

『
外
国
人
定
住
』

外
国
人
は
パ
ー
ト
ナ
ー
、
助
け
合
っ
て
い
ま
す
か
？

　
一
緒
に
暮
ら
す
外
国
人
住
民
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

パ
ー
ト
ナ
ー
た
ち
が
地
域
で
活
躍
し
、
一
緒
に
地
域
を
支
え
て

い
け
る
と
い
い
で
す
ね
。
理
解
し
あ
い
、
地
域
を
支
え
る
仲
間

と
し
て
、
一
緒
に
助
け
合
え
る
よ
う
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

【
関
連
事
業
】

　
行
政
情
報
の
翻
訳
や
通
訳
窓
口
、
災
害
時
の
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
育
成
、
の
ぞ
み
教
室
（
日
本
語
学
習
支
援
、
生
活
・
就

学
支
援
）

『
防
災
』

身
近
に
感
じ
て
い
ま
す
か
？

　
世
界
の
ど
こ
か
で
、日
本
の
ど
こ
か
で
地
震
が
起
き
た
ら…

。

そ
れ
は
、
突
然
、
あ
な
た
の
近
く
で
起
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
時
、
自
分
を
守
る
準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か
？
家
族

を
守
る
準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か
？
み
の
か
も
定
住
自
立
圏
で

は
、
小
さ
な
意
識
か
ら
身
を
守
る
き
っ
か
け
を
伝
え
て
い
き
ま

す
。

【
関
連
事
業
】

　
災
害
時
に
活
動
で
き
る
人
材
の
育
成
、
誰
も
が
参
加
し
た
く

な
る
防
災
イ
ベ
ン
ト
、
災
害
時
の
圏
域
職
員
の
連
携
整
備
、
防

災
士
養
成
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5月・6月のごみ収集日
■お問い合わせ 役場１階  水道環境課  環境衛生係
 ☎43‒2111（内線2126）

不燃金物類 
資源カン類 
粗大ごみ

A地区 
（不燃ごみ集積所） 6月29日（火）

B地区 
（不燃ごみ集積所） 6月30日（水）

不燃ガラス類
資源ビン類
粗大ごみ

A地区 
（不燃ごみ集積所） 5月24日（月）

B地区 
（不燃ごみ集積所） 5月25日（火）

ペットボトル
食品トレイ

発泡スチロール B&G体育館
北側・各出張所

6月6日（日）
午前  8時~
午前11時 古着回収（福地・

潮南出張所除く）
※�ペットボトルは洗って、ラベルとふたを取って出し
てください。（ラベルとふたはその他プラで出してく
ださい。）
※�発泡スチロール製箱は宛名ラベルなどのシールを
はがしてください。
※�古着類は、ぬれたもの、油などが付着して汚れた
もの、布団、電気毛布、じゅうたん、はき物、
ぬいぐるみなど、衣類以外のものは収集しません。

がれき類
久田見処分場 毎月第1・第3日曜日

午後1時から4時

錦織処分場
毎月第2・第4日曜日
午前9時から正午
午後1時から4時

※�土砂や岩石、また業者が行った工事で発生した
がれき類は処分できません。
※�300㎏以上のがれき類を処分しようとするとき
は事前に申請してください。（有料）

その他プラ 各自治会の 
不燃ごみ集積所

5月  9日（日）
5月23日（日）
6月13日（日）
6月27日（日）

※�プラマークと呼ばれるリサイクルマークが表示さ
れた容器包装プラスチックが収集の対象です。
※�汚れがひどいものは可燃ごみへ出してください。
※�ペットボトルおよび食品トレイ・発泡スチロー
ルは別に分別収集を行っていますので、その他
プラでは回収しません。

ルールを守ってごみ出しを!
1.分別ルールを守りましょう。
○ごみは種類ごとに正しく分別し、指定ごみ
袋に入れて指定の集積所に出してください。

○ごみ袋には、自治会名・氏名を書いてください。
○資源ごみを出すときは、きれいに洗って出してください。
2 .違法な不用品回収業者にご注意を!
○廃棄物の収集・運搬には許可が必要です。
　無許可業者の不適切な処理や不法投棄が問題になっ
ています。安易に回収依頼をしないでください。

可燃ごみ 全地区（�当日午前5時から午前8時までに 
可燃ごみ集積所へ出してください） 毎週　火曜日・金曜日

※午前8時までに不燃ごみ集積所へ出してください。
※蛍光管（LEDタイプ含む）・水銀式体温計・乾電池（ボタン電池除く）・小型充電式電池、
　小型家電（15cm×31cmまで）は、役場本庁・役場各出張所の回収ボックスへ出してください。
※�電球は不燃ガラス類、蛍光管のグローランプは不燃金物類です。�
蛍光灯回収ボックスでは回収しません。

A地区=八百津（下記の八百津地区以外）・錦織・和知・伊岐津志
B地区=杣沢・口杣沢・丸山・赤薙・北山・白橋・五宝平・久田見・福地・潮南

お知らせ
　令和3年4月からペットボトルをリサイクルに出すと
きは、ラベルとキャップを外してから出してください。
外したラベルとキャップは、「その他プラ」または
「可燃ごみ」として出していただきますよう、
お願いします。（キャップはエコキャップ回収に
お出しいただいても結構です。）
　外さなかった場合、回収されないことが
あります。お手数をおかけしますが、
みなさんのご協力をお願いします。

● ●ごみ収集ごみ収集

八百津町ごみ処理容器等

購入補助金

交付申請委任状

八百津町長　様

私は、裏面の者を代理人と定め、見出しの補助金の�

交付申請、請求および受領に関する一切の権限を委任します。

※購入（委任）年月日

※住所（自治会）

※購入（委任）者名と印

※は購入（委任）者が記入押印し町内登録販売店へ提出ください。 印
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ふ
る
さ
と
歳
時
記

写
真
協
力
　
社
会
教
育
視
聴
覚
協
議
会

「モニュメント水仙」
大島　誠（和知中組）

「さくら」
森滝　肇（宮嶋）
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